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第４節　層序
本調査地区の層序は，調査地区北西壁面（Ｎ51－12，24）に基本層序確認坑を設定し，記録

したものを第４図に示した。府中市の基本土層に準拠した。また，Ⅴ層以下に関しては武蔵野

標準土層との対比を行った。ただ，Ⅵ層以下は自然礫が含有されるため，その対比は参考程度

として，本調査地区の特徴を記している。

最上層は，砂利や礫とコンクリートやガラスなどを含む近現代の撹乱層である。撹乱層は調

査地区全体では標高54.8ｍ～ 55.5ｍ前後で確認されるが，北西側や北東側では広範囲に深く

掘り込まれた撹乱や近現代の遺物を包含する長方形の撹乱も存在し，全体に深く掘り込む撹乱

が多数みられ，Ⅱｂ層やⅢ層まで撹乱が及んでいる。

Ⅱｂ層は黒色を呈し，調査地区全域で確認できるが，前述のとおり所によっては撹乱による

削平を受けている。ローム小粒を微量に含み，場所によっては焼土中～大粒を多く含む場所も

存在する。

Ⅲ層は黒褐色でⅡｂ層よりもローム小粒がやや多く含まれ締まりがある。

Ⅳ層は暗褐色を呈しロームブロックを含む。武蔵野標準土層のⅡｂ層に相当する。Ⅳ層は暗

褐色を呈し，ロームブロックを含むなどローム層との漸移層と思われる。

本調査では，Ⅲ層における遺構確認を目指したが，不明瞭な遺構はⅣ層上部を確認面とした。

Ⅴ層は黄褐色軟質ローム層で，スコリアをやや多く含み下面は不連続面を呈する。武蔵野標

日から遺構検出作業に着手した。15日に遺構検出全景写真を撮影した。なお，遺構検出全景

写真撮影前に市教委に遺構検出状況と確定の指導を受けた。18日に検出した遺構の平面形状

の測量を行ったあと，遺構の調査を開始した。

４月22日に１区を無人航空機による航空写真撮影を行い遺構の調査をほぼ終了して，市教委

から埋め戻しの了承を得た。４月23日より，１区の埋め戻しと残存したＳＩ305の調査と２区

の表土掘削を開始した。ＳＩ305の調査と並行して２区の遺構確認から調査を開始した。６月

３日に２区の遺構の調査をほぼ終了し，無人航空機による航空写真撮影を実施した。６月４日

に市教委による完了検査を受けた後，埋め戻しの了承を得て，６月５日から２区の埋め戻しを

開始し，６月６日に重機と資材等の搬出をもって現地から撤収した。６月７日に開発事業者に

現地の確認と引き渡しをもって調査を終了した。

整理作業は現地調査終了後に出土遺物の洗浄と注記を行うとともに遺構図面や撮影写真の整

理作業から開始した。遺構図面はスキャニングし電子平板で作図した図面と整合し第二原図を

作成した。遺物は遺構ごとと遺構間の接合作業を行ったあと，令和６年９月18日に府中市ふる

さと文化財課職員とともに実測遺物の選別作業を経て遺物実測作業を行った。遺物実測図作成

と並行して非掲載遺物の分類と計量を実施した。遺物実測図は担当者が点検してから電子ト

レースで図版化した。併せて遺構と遺物の別表を作成した。遺構図面は第二原図から整合と修

正を施して報告書図面を作成した。報告書本文の執筆と図面類をAdobe社のInDesignで版下を

作成し，府中市ふるさと文化財課の校正を経て印刷に着手し，令和７年５月に報告書を刊行し

た。
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表土・カクラン

Ⅱb

Ⅲ

Ⅳ

Ⅴ

Ⅵ

Ⅶ

Ⅷ

Ⅸ

55.00ｍ

54.00ｍ

53.00ｍ

56.00ｍ

ＴＰ

準土層の立川ロームⅢ層（ソフトローム）に相当する。

Ⅵ層は黄褐色硬質ローム層で，武蔵野標準土層の立川ロームⅣ層（ハードローム）に相当す

るが小礫を若干含む。

Ⅶ層は黄褐色硬質ローム層だが，Ⅵ層やⅧ層よりもやや暗色を呈し，小礫を少量含んでいる。

武蔵野標準土層の立川ロームⅤ層（第Ⅰ黒色帯）に相当する。

Ⅷ層は黄褐色硬質ロームで，小から中型の礫を多く含む。武蔵野標準土層の立川ロームⅥ層

に相当すると思われる。

Ⅸ層は青灰色砂質土に小から拳大の礫を多量に含んだ礫層と思われる。Ⅸ層は標高53.50ｍ

で確認された。

第４図　基本層序確認坑位置（左：１／ 400）と土層断面（右：１／ 40）
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第３章　遺構とその出土遺物

第１節　検出された遺構
本調査地区は府中市域の中グリッドＮ51地区に位置し，Ｎ51地区では45番目の調査である。

府中市における発掘調査の通次数では1969次にあたる。本調査地区では，古代の遺構が検出さ

れた。遺物は検出した遺構により多寡があった。個別遺構の年代比定については遺構の切り合

い関係，出土遺物などを勘案した。遺構の種別ごとの数と名称は以下のとおりである。なお，

図示した遺物以外の出土遺物は別表に点数と重量をまとめた（第４・５表）。

竪穴建物跡　　９棟（Ｎ51－ＳＩ184，ＳＩ301 ～ 308）

掘立柱建物跡　２棟（Ｎ51－ＳＢ42 ～ 43）

溝　　　　　　４条（Ｎ51－ＳＤ38 ～ 41）

土坑　　　　　２基（Ｎ51－ＳＫ325 ～ 326）

第２節　遺構とその出土遺物

１．竪穴建物跡（ＳＩ）

Ｎ51－ＳＩ184（別表１－１・５－１，図面２・19，図版１・20）

遺構　Ｎ51（15，24・25）グリッドに位置する。北側は調査地区外に延び，東側は撹乱に，南

周辺部をＳＩ306に切られる。規模や形状は不明。壁は南周辺部をＳＩ306に切られるか重複す

るため残存せず，西の調査地区壁断面では確認面から26㎝を測り，やや斜めに立ち上がる。

底面は貼り床で一部硬化が認められた。覆土は大粒～小粒のローム粒，小粒の焼土粒を含む黒

褐色土を主体とする。周溝やピット，竈は確認出来なかった。掘り方は南周辺部がやや深く掘

り込まれている。

遺物　部分的な検出のため遺物量は少ない。個別番号を付けて取り上げた遺物は７点である。

図示したのは土師器坏１点（1001），甕１点（1002），須恵器皿２点（1003・1004）である。

1001は北武蔵型坏で覆土下層から，1003は東金子窯跡群で覆土中層から出土した。

Ｎ51－ＳＩ301（�別表１－１・５－１・５－２・６－１・７－１・９－１，図面３・４・19 ～

22，図版２・３・20 ～ 22）

遺構　Ｎ51（11・12，20・21）グリッドに位置する。北周辺部がＳＩ302を，南周辺部がＰ

106，Ｐ107，Ｐ108を切る。北西隅と南周辺中央部を撹乱に切られる。ほぼ方形の建物で，確

認面での規模は南北2.7ｍ×東西2.65ｍを測り，主軸方向はＮ－67°－Ｅである。壁の高さは

最大34㎝を測り，ほぼ垂直に立ち上がる。床面は全面貼り床で中央部が硬化している。周溝

は南壁を除いて全周し，幅７～ 13㎝，深さ７～ 15㎝を測る。覆土は極大粒～小粒のローム粒

を含む黒褐色土を主体とする。掘り方は全体的に浅く掘り込む。ピットは床下の掘り方から１

個確認した。ピット覆土の最上層に丸瓦（Ｔ001）が埋められていた。
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竈は東壁中央に設けられる。天井部と奥壁を撹乱で壊されている。袖は白色砂質粘土と黒褐

色土で作られる。燃焼部と思われるところには焼土が多く含まれる黒褐色土が堆積する。袖部

は竪穴内に13 ～ 14㎝張り出し，両袖間の幅は32㎝を測る。火床面は明確ではないが床面より

僅かに窪んでいる。奥壁は撹乱により消失しているため，煙道や壁面からの掘り込みは不明で

ある。

遺物　出土遺物量は比較的多く竈周辺からの出土が多い。個別番号を付して取り上げたのは

床上で135点，竈16点，掘り方11点である。図示したのは土師質土器坏２点（1005・1006），

土師器甕２点（1007・1008），須恵器坏３点（1009 ～ 1011），皿１点（1012），埦１点（1013），

高台埦１点（1014），鉢１点（1015），灰釉陶器長頸瓶１点（1016），丸瓦３点（Ｔ001 ～Ｔ003），

平瓦２点（Ｔ004・Ｔ005），砥石２点（Ｑ001・Ｑ002），鉄製品釘１点（Ｍ001）である。1005と

1009は竈右袖付近の床上に入れ子状態で，1012は南東隅部の壁に張り付く形で，1014は床上に

逆位で出土した。Ｔ001は掘り方で検出したピットの上面から出土した。覆土上層から出土し

たＴ002はＳＫ325の破片と接合した。1005と須恵器坏・埦・皿の底部は回転糸切り無調整で

ある。

Ｎ51－ＳＩ302（別表１－１・５－２，図面５・23，図版２・４・23）

遺構　Ｎ51（11・12，21・22）グリッドに位置する。南周辺部をＳＩ301に，西周辺部を撹乱

に切られる。方形？と思われる建物跡である。確認面の規模は南北3.10ｍ×東西（2.18）ｍを

測り，主軸方向Ｎ－11°－Ｗである。壁の高さは最大36㎝を測り，ほぼ垂直に立ち上がる。床

面は全面貼り床で中央部が硬化している。周溝は東壁と南壁にあり幅９～ 14㎝，深さ４～８

㎝を測る。ピットは１個確認したが浅いため柱穴ではない。覆土は，遺構の中央部の中粒～小

粒のローム粒と小粒の焼土を含む黒褐色土と，壁際の中粒～小粒のローム粒と中粒の焼土粒を

含む暗褐色土に分けられる。掘り方は南東隅をやや深く掘り込む。竈は北壁中央で撹乱により

消失している。

遺物　出土遺物は撹乱などにより少ない。個別番号を付して取り上げた遺物は16点である。

図示したのは土師器坏１点（1017），甕４点（1018 ～ 1021）である。1017は北武蔵型で床上から

出土した。1018 ～ 1020は長甕の口縁部と底部，1021は相模型甕の底部でいずれも覆土から出

土した。

Ｎ51－ＳＩ303（別表１－２・５－２，図面６・23，図版５・23）

遺構　Ｎ51（12・13，19・20）グリッドに位置する。西側と南側が調査地区外に延びる。東側

は撹乱や表土が厚く堆積しているため，明確な壁は検出できなかった。方形？と思われる建物

跡である。規模は南北（1.48）以上ｍ×東西（2.35）以上ｍを測り，主軸方向はＮ－６°－Ｗであ

る。壁の高さは最大35㎝を測り，ほぼ垂直に立ち上がる。底面はほぼ平坦で，一部に硬化面が

認められた。周溝やピットは確認できなった。覆土は小粒～極小粒のローム粒と極小粒の焼土

を含む黒色土を主体とするが，上面の覆土は削平されたと思われる。掘り方はほぼ平坦に浅く

掘り込む。

竈は北壁中央に位置する。両袖は白色砂質粘土で構築される。天井部は崩落したと考えられ，
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白色砂質粘土に焼土を含む。内部から土師器甕の破片が出土した。袖部は竪穴内に26 ～ 28㎝

張り出し，両袖間は36㎝を測る。火床は床面より３㎝ほど低い。煙道は不明だが，奥壁は84°

で立ち上がり，途中オーバーハングして掘り込まれている。

遺物　遺物の出土量は少ない。個別番号を付して取り上げた遺物は床上で21点，竈16点，

掘り方４点である。図示したのは土師器坏１点（1022），土師質土器坏１点（1023），土師器甕

１点（1024），須恵器坏１点（1025）である。土師質土器坏，土師器甕，須恵器坏が竈から出土

した。1022は底部を手持ちヘラケズリ，1023は回転ヘラケズリで底部を整形する。1024は武

蔵型でコの字状口縁。1025の底部は回転糸切り無調整である。

Ｎ51－ＳＩ304（�別表１－２・５－３・６－１・７－１・８－１・９－１，図面７・24 ～ 26，

図版６・７・23・24）

遺構　Ｎ51（12・13，20・21）グリッドに位置する。ＳＢ42を切り，北西隅部をＰ45－107に

切られ，北側を撹乱に切られる。方形の建物である。確認面の規模は南北（3.00）以上ｍ×東

西3.60ｍを測り，主軸方向はＮ－13°－Ｗである。壁の高さは最大で36㎝を測り，ほぼ垂直に

立ち上がる。床面は全面貼り床で中央部が硬化している。周溝やピットは確認できなかった。

覆土は極小粒～小粒のローム粒と極小粒～小粒の焼土粒を含む黒褐色土を主体とする。掘り方

は周囲を深く掘り込み中央が浅い。竈やピットなどは確認できなかった。

遺物　上層から下層にかけて出土している。個別番号を付して取り上げた遺物は床上で117

点，掘り方35点である。図示したのは土師器坏１点（1026），甕１点（1028），土師質土器坏１

点（1027），須恵器坏５点（1029 ～ 1033），瓶１点（1034），甕１点（1035），灰釉陶器埦１点（1036），

丸瓦１点（Ｔ006），平瓦１点（Ｔ007），砥石１点（Ｑ003），石皿１点（Ｑ004），鉄製品２点（Ｍ

002・Ｍ003），土製品１点（Ｙ001）である。南武蔵型の1026と1027，Ｍ003は掘り方から，

1032は床上から出土した。それ以外は覆土出土である。須恵器坏は全て底部回転糸切り無調

整で，1031は内面に煤が固形化したものが付着し，1033は外面に「廿」の墨書がある。1035は

胎土に銀雲母を多く含むことから新治窯跡群の製品である。1036は猿投窯跡群で黒笹14号窯

式期である。Ｑ004は縄文時代の遺物ではなく古代と考えた。Ｍ002は環状鉄製品で，Ｙ001は

白色砂質粘土が埦状に固形化した土製品であり，いずれも用途不明である。

Ｎ51－ＳＩ305（�別表１－２・５－３・５－４・６－１・８－１・９－１，図面８・27 ～ 29，

図版８・25）

遺構　Ｎ51（10・11，19・20）グリッドに位置する。西側が調査地区外に延びる。東周辺部は

ＳＤ38と撹乱により壊されている。方形？の建物と思われる。確認面の規模は南北2.80ｍ×

東西（1.10）以上ｍを測り，主軸方向はＮ－93.5°－Ｅである。壁の高さは最大20㎝を測り，

やや斜めに立ち上がる。床面は貼り床で西側が硬化している。周溝やピットは確認できなかっ

た。覆土は小粒のローム粒と小粒の焼土粒，中粒の炭化物粒を含む黒褐色土を主体とする。掘

り方は北周辺部と南周辺部を深く掘り込み中央が浅い。

竈は東壁の中央に位置する。天井部と奥壁を撹乱で壊されている。袖は，左袖が白色砂質粘

土であるが，右袖は焼土と黒褐色土を主体として構築されている。また，左袖に平瓦１点が白
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色砂質粘土内に埋められていた。竈内は廃棄後に埋没した土が堆積しており，燃焼部などは不

明である。袖部は，竪穴内に44 ～ 70㎝張り出し，両袖間は37㎝を測る。火床面は不明確だが

床面より３㎝低いと思われる。奥壁が撹乱で壊されているため，壁掘り込みや煙道は不明で

ある。

遺物　西側が調査地区外に延びるため遺物量はやや少ないが，床上や竈付近から遺物が出土

した。個別番号を付して取り上げた遺物は床上で18点，竈16点である。図示したのは土師質

土器坏３点（1037 ～ 1039），須恵器坏（1040），丸瓦４点（Ｔ008 ～Ｔ011），平瓦４点（Ｔ012 ～

Ｔ015），磨石１点（Ｑ005），須恵器坏の底部を再利用した円形土製品（Ｙ002）が出土した。

1037が掘り方と覆土から，1038が竈と覆土から，1039が床上から出土した。1040は掘り方か

ら出土した。Ｔ009は竈出土の破片とＮ51（11，19）の撹乱から出土した破片が接合している。

Ｔ015は竈の左袖内上部から出土した。

Ｎ51－ＳＩ306（�別表１－３・５－４～５－６・６－１・７－１・９－１，図面９・10・29 ～

33，図版９・10・26 ～ 28）

遺構　Ｎ51（15・16，23・24）グリッドに位置する。ＳＩ184を切り，北東隅部から東周辺中

央部を撹乱に切られる。西周辺部に試掘トレンチが掘り方付近まで掘り込まれていた。南北が

短く東西が長い長方形の建物で，確認面の規模は南北2.95ｍ×東西3.85ｍを測り，主軸方向

はＮ－23°－Ｗである。壁の高さは最大24㎝を測り，やや斜めに立ち上がる。床面は貼り床で

中央部が硬化している。覆土は中粒～小粒のローム粒と中粒～小粒の焼土粒を含む黒褐色土が

上層にあり，中粒～小粒のローム粒と中粒～小粒の焼土粒に極大粒～小粒の白色砂質粘土を含

む黒褐色土を中層として，小粒のローム粒を含む黒色土を下層となる３層に区分される。周溝

は確認できなかった。掘り方は周囲を深く掘り込み竈前面が浅い。ピットは竈の西側に１個検

出した。掘り方は浅く断面は皿状を呈する。覆土は焼土や炭化物と白色砂質粘土を多く含む黒

褐色土を主体とし，底面には須恵器坏（1059）が逆位で埋められ，底面はやや被熱を受けていた。

竈は北壁中央に位置する。東側と奥壁が撹乱で壊され，竈も旧状を復元しがたい白色砂質粘

土と黒褐色土や焼土が多く，袖や天井部，及び燃焼部を特定することができなかった。さらに，

奥壁が撹乱されていることから煙道や壁からの掘り込みも不明である。

遺物　撹乱で削平されているところもあるが，覆土上層から下層まで多くの遺物が出土した。

個別番号を付して取り上げた遺物は床上で176点，竈５点，ピットから５点である。図示した

のは，土師器坏３点（1041 ～ 1043），土師質土器坏３点（1044 ～ 1046），土師器台付甕１点（1047），

甑１点（1048），甕５点（1049 ～ 1053），須恵器坏６点（1054 ～ 1059），皿１点（1060），埦２点

（1061・1062），蓋３点（1063 ～ 1065），甕４点（1066 ～ 1069），灰釉陶器皿１点（1070），丸瓦

４点（Ｔ016 ～Ｔ019），平瓦４点（Ｔ020 ～Ｔ023），砥石２点（Ｑ006・Ｑ007），鉄製品２点（Ｍ

004・Ｍ005）である。1041は北武蔵型で覆土から，1042は南武蔵型で覆土下層から出土した。

1045は底部にヘラ記号があり，竈と覆土の破片が接合した。1046は内面を黒色化した黒色土器

で覆土から出土した。1047は床上からの出土である。1049・1050は武蔵型でコの字口縁，

1052は平行叩き，1053は刷毛調整でいずれも覆土から出土した。須恵器坏はいずれも底部回

転糸切り無調整で1054が床上，1059はピット内から出土した。1061と1064，1067は床上から，
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1070は覆土中層から出土した。1069は覆土からで産地不明。1070は覆土中層からで二川窯跡

群の黒笹14号窯式。覆土中層から出土したＴ020は「入」のヘラ描きがあり，Ｑ006には細い線

刻で文字らしきものが刻まれている。

Ｎ51－ＳＩ307（別表１－３・５－６・５－７，図面11～13・34～36，図版11・12・28～30）

遺構　Ｎ51（13 ～ 15，22・23）グリッドに位置する。南周辺中央部をＳＢ42に切られ，西側

の一部を撹乱に切られる。方形の建物だが南壁が20㎝ほど長く，やや台形を呈する。確認面

の規模は南北3.00ｍ×東西3.60ｍを測り，主軸方向はＮ－４°－Ｗである。壁の高さは最大50

㎝を測り，ほぼ垂直に立ち上がる。床面は貼り床で竈前面から中央部が硬化している。覆土は，

小粒のローム粒と小粒の焼土粒，小粒の炭化物粒を含む黒褐色土を上層とし，下層は黒色土と

黒褐色土に細かく区分された。周溝は北東隅部以外で全周し，幅11 ～ 14㎝，深さ６～ 10㎝を

測る。ピットは確認されなかった。掘り方は南東隅と南西隅を深く掘り込み北側は浅い。

竈は北壁中央東寄りに位置する。両袖は白色砂質粘土で構築され，右袖の先端付近に土師器

甑の１／２残存個体が逆位で埋められていた。天井部を構築していた用材は崩落して内部に堆

積している。袖部は竪穴内に40 ～ 42㎝張り出し，両袖間は38㎝を測る。火床面は床面とほぼ

同じ高さで確認され，厚さ５㎝の焼土層が堆積していた。煙道部は竪穴外に掘り込まれ，壁面

からの掘り込みは30㎝を測り，奥壁は60°で斜めに立ち上がる。

遺物　覆土下層や床上から出土した遺物が多い。個別番号を付して取り上げた遺物は床上で

38点，竈４点である。図示したのは土師器坏13点（1071 ～ 1073，1075 ～ 1084），埦１点（1074），

甑２点（1085・1086），甕５点（1087 ～ 1091），須恵器甕１点（1092）である。1071は模倣坏，

1072は北武蔵型坏，1073は続比企型坏，1074は在地系である。1076 ～ 1079は南武蔵型坏の範

疇に含まれるもので全て内面に暗文が施される。1076が竈周辺部，1077が北東隅部の床上か

ら出土した。1080 ～ 1084は盤状坏で1084は内面に暗文が施される。1080は竈に近い北東隅部

の床上から逆位で出土した。1085は竈右袖の粘土先端から出土した袖構築材で，床上と竈か

ら出土した1086が同一個体と考えられる。1087は竈周辺部左右の覆土下層から出土した破片

が接合した球胴の口唇部を突出させる小型甕である。1092は湖西窯跡群の製品である。

Ｎ51－ＳＩ308（別表１－３・５－７・５－８・６－２，図面13・37，図版13・31）

遺構　Ｎ51（16・17，23）グリッドに位置する。南側が調査地区外に延びる。北側の１／３ほ

どを撹乱で壊されている。方形？の建物である。確認面の規模は南北（1.16）以上ｍ×東西4.20

ｍを測り，主軸方向はＮ－６°－Ｗである。壁の高さは最大18㎝を測り，やや斜めに立ち上がる。

床面は撹乱が多いが貼り床で，断面に硬化面が確認できた。覆土は小粒～中粒のローム粒，中

粒の焼土粒，中粒の炭化物粒と大粒の白色砂質粘土を含む黒褐色土を主体とする。周溝やピッ

ト，竈は確認できなかった。掘り方は壁際を溝状に掘り込み中央が浅い。

遺物　南側の大部分が調査地区外に延び，撹乱に削平されている箇所も多いため全体に遺物

量は多くない。個別番号を付して取り上げた遺物は10点である。図示したのは土師器坏１点

（1093），土師質土器高台埦１点（1094），須恵器坏２点（1095・1096），高台埦１点（1097），灰

釉陶器皿１点（1098），平瓦１点（Ｔ024），塼１点（Ｔ025）である。ただ，1094とＴ024は北側
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の撹乱から出土したため本遺構の遺物でない可能性がある。1093は床上から出土し内面に細か

な暗文と磨きがあり赤彩される。1095，1096は床上から出土した。底部は回転糸切り無調整で

底部にヘラ記号がある。1097は覆土から出土しており器形的に流れ込みの可能性がある。

1098は覆土下層から出土した灰釉陶器の無釉皿で二川窯跡群の折戸53号窯式期である。Ｔ025

は覆土下層から出土した。

２．掘立柱建物跡（ＳＢ）

Ｎ51－ＳＢ42（別表２－１・５－８，図面14・15・38，図版14 ～ 16・31）

遺構　Ｎ51（13 ～ 15，20 ～ 22）グリッドに位置する。桁行３間（5.10ｍ）×梁行２間（2.80ｍ）

以上を測る。東側は調査地区外に延びる。柱穴間を溝で繋げる溝もち掘立柱建物跡で，建物方

位は桁行を南北に置くとしてＮ－25°－Ｅである。Ｐ１－１の東側上面は撹乱で壊されている。

南西のＰ１－１からＰ１－２をＳＩ304に切られ，北西隅Ｐ１－４がＳＩ307を切る。確認面で

の掘り方の規模は南北75 ～ 82㎝，東西62 ～ 84㎝，深さ84 ～ 95㎝を測る。掘り方の平面形

はほぼ方形である。柱アタリは全ての柱穴で確認し，径14 ～ 18㎝である。覆土は小粒～中粒

のローム粒を含む黒褐色土と暗褐色土を主体とし，極大粒のロームを多量に含む黄褐色土を挟

む版築により埋められていた。柱痕は全て黒褐色土である。柱抜き取りと思われる痕跡はＰ１

－３で確認された。布掘り溝は確認面で上幅85 ～ 102㎝，下幅54 ～ 72㎝，深さ38 ～ 50㎝を

測り，断面形は上幅がやや広い逆台形である。覆土は上層を小粒～大粒のローム粒子を含む黒

褐色土，中層を小粒のローム粒子を含む黒色土に分けられ，最下層は黒褐色土のブロックを含

む黄褐色土が堆積する。

遺物　溝と柱穴を含めても出土遺物は少なく，個別番号を付して取り上げた遺物は４点であ

る。図示したのは土師器坏１点（1099），須恵器坏１点（1100），甕１点（1101）である。図示し

た遺物は全て布掘り覆土上層から出土した。1099は盤状坏，1100は底部を回転ヘラケズリ調整

する。1101は産地不明の甕でＳＩ304の覆土中層出土遺物と接合した。

Ｎ51－ＳＢ43（別表２－１・５－８，図面16・38，図版17・31）

遺構　Ｎ51（14，24）グリッドに位置する。梁行１間（1.85ｍ）以上，桁行不明。北側は調査

地区外に延びる可能性がある。西側は柱穴を確認できず，東側に延びるかは不明で，建物方位

も不明である。Ｐ１－１αがＳＤ41に切られる。確認面の掘り方の規模は長軸54 ～ 66㎝，短

軸47 ～ 55㎝，深さ80 ～ 86㎝を測る。柱アタリは２本とも確認でき，Ｐ１－１αは柱底より

20㎝上部で確認された。覆土はローム小粒を含む黒褐色土を主体とし，柱痕も黒褐色土である。

遺物　柱穴内から出土した遺物は土師器甕２点で図示したのは土師器甕１点（1102）である。

1102は長甕の底部でＰ２－１αの下層から出土した。底部に木葉痕をもち，外面はヘラケズリ，

内面は丁寧なナデを施す。

３．溝（ＳＤ）

Ｎ51－ＳＤ38（別表３－１・５－８，図面17・38，図版17・31）

遺構　Ｎ51（11，19 ～ 22）グリッドに位置する。北側上部は撹乱され，南側も撹乱に切られ
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る。ＳＩ305を切る。南側は調査地区外に延び，北端は西側へ直角に折れて調査地区外に延びる。

主軸方向はＮ－2.5°－Ｗでやや西偏しながら南北方向に走る。規模は，長さ7.7ｍ以上，幅85

～ 100㎝，確認面からの深さ18 ～ 63㎝を測る。断面形は逆台形である。底面はほぼ平坦で，

南から北に向かって若干の傾斜がある。覆土はローム小粒～中粒と焼土小粒を含む暗褐色土を

主体とし，下層に行くほど褐色土に近くなる。

本遺構は検出した位置とその規模から，南に隣接する調査地点（790次）で確認されたＳＤ４

の北側部分の可能性がある。

遺物　出土した遺物は少なく，個別番号を付して取り上げた遺物は６点である。図示したの

は土師器坏１点（1103），須恵器坏１点（1104）である。1103は南武蔵型坏で覆土下層，1104は

底部回転糸切り無調整で覆土中層から出土した。

Ｎ51－ＳＤ３9（別表３－１，図面17，図版18）

遺構　Ｎ51（11・12，22 ～ 24）グリッドに位置する。北端はＳＫ325を切り，中央西側を撹

乱に切られる。主軸方向はＮ－３°－Ｅでやや東偏して南北方向に走り，南北端は丸く窄まり終

端する。規模は，長さ4.44ｍ，39 ～ 45㎝，確認面からの深さ８～ 17㎝を測る。断面形はＵ

字形で，覆土はローム小粒を含む黒色土を主体としている。底面はほぼ平坦で傾斜はない。

遺物　遺物は出土しなかった。

Ｎ51－ＳＤ40（別表３－１・６－２，図面17・38，図版18・32）

遺構　Ｎ51（13，23・24）グリッドに位置する。北側は調査地区外に延びる。主軸方向はＮ

－16°－Ｗで西偏して南北方向に走り，南端は丸く窄まり終端する。規模は，長さ4.5ｍ以上，

幅33 ～ 44㎝，確認面からの深さ６～ 15㎝を測る。断面形は凸レンズ状で，覆土はローム小粒

を含む黒褐色土を主体とする。底面はほぼ平坦で傾斜はない。

遺物　遺物の出土は少なく，個別番号を付して取り上げた遺物は7点である。図示したのは，

覆土下層から出土した平瓦１点（Ｔ026）である。

Ｎ51－ＳＤ41（別表３－１・５－８，図面17・38・39，図版18・32）

遺構　Ｎ51（14，23・24）グリッドに位置する。北側が調査地区外に延びる可能性がある。

ＳＢ43Ｐ１－１αを切る。主軸方向はＮ－23°－Ｗで西偏して南北方向に走り，南端は丸く窄ま

り終端する。規模は，長さ5.1ｍ（以上），幅34 ～ 42㎝，確認面からの深さ６～ 27㎝を測る。

断面形はＵ字形で，覆土はローム小粒を含む黒色土を主体とする。底面は平坦だが，北から南

に向かって緩やかに傾斜しながら掘り込まれている。ＳＤ40とほぼ平行に走行しており，両遺

構の芯心間は3.2ｍを測る。

遺物　個別番号を付して取り上げた遺物は４点である。図示したのは土師器坏２点（1105・

1106）と甕１点（1107）である。1105は覆土上層から出土し内面に暗文を施す。1106はナデと

ヘラケズリ調整される坏で覆土下層から出土した。1107は長甕の口縁部で覆土出土である。
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４．土坑（ＳＫ）

Ｎ51－ＳＫ325（別表４－１・５－８・５－９・６－２，図面18・39・40，図版19・32・33）

遺構　Ｎ51（12，23・24）グリッドに位置する。ＳＤ39に切られ，ＳＫ326とピットを切る。

平面形は楕円形で，断面形はＵ字形を呈する。主軸方向は長軸でＮ－14.5°－Ｗでやや西偏する。

規模は，長軸3.0ｍ×短軸1.28ｍ，確認面からの深さ82 ～ 89㎝を測る。遺構の底面には小さ

な凹凸が顕著に残されている。覆土は上層が黒褐色土で，中層が黒色土，下層は黒褐色土を主

体とし全体にローム小粒～中粒が含まれ，自然堆積ではなく人為的に埋められたと考えられる。

南側に南北0.7ｍ×東西1.1ｍ，確認面からの深さ30 ～ 32㎝のテラスを持つが別遺構の可能

性もある。

遺物　遺物は覆土の上層から下層にかけて出土した。個別番号を付して取り上げた遺物は25

点である。図示したのは土師器坏２点（1108・1109），台付甕１点（1110），甕１点（1111），須

恵器坏７点（1112 ～ 1118），高台皿１点（1119），灰釉陶器埦１点（1120），丸瓦１点（Ｔ027），

平瓦１点（Ｔ028）である。1108は覆土下層出土の盤状坏で内面に螺旋暗文が施される。1109

は覆土出土の南武蔵型，1110は武蔵型台付甕脚部で，1111の長甕口縁部とともに覆土上層出土

である。須恵器坏は1112が底部に回転ヘラケズリ調整を施しているほかは回転糸切り無調整で，

1113が覆土下層出土以外は覆土上層からの出土である。1119の高台皿も覆土上層から出土し

た。1120は覆土下層から出土した灰釉陶器埦で猿投窯跡群の黒笹14号窯式期後半に相当する。

丸瓦と平瓦は覆土上層から出土した。

Ｎ51－ＳＫ326（別表４－１・５－９，図面18・40，図版19・33）

遺構　Ｎ51（12，23）グリッドに位置する。西側をＳＫ325に切られる。平面形は隅丸長方形で，

断面形は皿状を呈する。主軸方向は長軸でＮ－7.5°－Ｗでほぼ南北方向を向く。規模は，南北

1.65ｍ×東西0.77ｍ，確認面からの深さ40～ 45㎝を測る。底面はほぼ平坦である。覆土はロー

ム小粒を含む黒褐色土を主体とし，最下層は暗褐色土が堆積する。

遺物　遺物の出土は少なく，個別番号を付して取り上げた遺物は６点である。図示したのは

覆土上層から出土した須恵器高台坏１点（1121）である。

５．その他の遺構と出土遺物

（１）ピット（別表５－９・５－10・６－２・９－１，図面40・41，図版33・34）

本調査地区から遺構に伴わない24基のピットを検出した。遺物が出土したピットは13基で

いずれも覆土からの出土である。図示したのは，Ｐ45－103の土師質土器坏１点（1122），Ｐ45

－104の須恵器長頸壺１点（1123），灰釉陶器皿１点（1124），Ｐ45－108の平瓦１点（Ｔ029），

Ｐ45－119の須恵器坏１点（1125），Ｐ45－120の砥石１点（Ｑ008），Ｐ45－122の土師質土器

坏１点（1126），土師質土器埦１点（1127），灰釉陶器埦１点（1128）である。1124は二川窯跡群

で百代寺窯式期，1125は底部回転糸切り無調整，1127は内面を黒色処理する，1128は猿投窯

跡群で黒笹90号窯式期である。
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（２）遺構外出土遺物（別表５－10・６－２・９－１，図面41 ～ 45，図版34 ～ 36）

遺構外から出土した遺物のうち，Ｎ51（12，22）とＮ51（12，23）の第Ⅱｂ～Ⅲ層から出土し

た土師器甕１点（1130），須恵器坏１点（1129），丸瓦２点（Ｔ030・Ｔ031），平瓦１点（Ｔ032）

を図示した。1130の土師器甕は外面に格子叩き，1129は底部回転糸切り無調整である。

調査地区全体から採集した古代の遺物からは，須恵器坏１点（1131），灰釉陶器皿２点（1132，

1133）と丸瓦５点（Ｔ033 ～Ｔ037），平瓦２点（Ｔ038・Ｔ039）を図示した。1131は底部を全面

回転ヘラケズリ調整する。1132は二川窯跡群の端反皿で黒笹90号窯式期～折戸53号窯式期，

1133は猿投窯跡群で黒笹90号窯式期である。

調査地区内に掘られた撹乱から出土した古代の遺物で図示したものは，Ｎ51（12，21）の撹乱

から出土した土師器坏１点（1134），須恵器甕１点（1137），丸瓦５点（Ｔ040 ～Ｔ044），平瓦１

点（Ｔ045），石製品１点（Ｑ009），Ｎ51（13，19）の撹乱から出土した灰釉陶器埦１点（1136），

Ｎ51（11，19）の撹乱から平瓦１点（Ｔ046），試掘トレンチの埋め戻し土から出土した灰釉陶器

皿１点（1135）である。1135は二川窯跡群で黒笹90号窯式期，1136は猿投窯跡群か二川窯跡群

の判断が難しいが折戸53号窯式期である。
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第４章　遺構出土遺物の時期とその他の出土遺物について

個別遺構の概要を繰り返さないが，本章では遺構の切り合いや出土遺物から各遺構の時期を

求めるとともに，ピット・グリッド・表土・撹乱の出土遺物についても述べる。なお，時期区

分は武蔵国府土器編年（Ｋ期～Ｈ９期，府中市2021）を基本とするが，図示した個々の出土遺

物を，土師器南武蔵型坏は鶴間正昭の編年（鶴間正昭2019），土師器盤状坏は河合英夫・伊藤

貴宏の編年（河合英夫・伊藤貴宏2024），須恵器は南比企窯跡群と東金子窯跡群編年（古代の

入間を考える会2013 ～ 2015），及び南多摩窯跡群編年（服部敬史他2011），灰釉陶器は猿投窯

編年（尾野善裕2015，愛知県2015）を援用して時期を求め武蔵国府土器編年に整合させた。

１．竪穴建物跡

ＳＩ184は，北側の1224次調査地区で検出された建物跡の南周辺部と考えられる。東側を撹

乱とＳＩ306に壊され，西側は調査地区外に延びる。1001の北武蔵型坏は８世紀前半，1002の

コの字状口縁の土師器甕は９世紀中頃～後半，1003と1004の東金子窯跡群の皿は，皿の出現

が南比企窯跡群編年のＨⅦ期（以下，南比企窯跡群編年を省略しＨ○期と表記する）からであり，

1003のように口唇部がやや外反する器形はＨⅧ期に多く見られることから９世紀中頃である。

土師器甕と須恵器皿から武蔵国府土器編年Ｈ３期～Ｈ４期（９世紀中頃～後半）である。なお，

ＳＩ184は本調査地区北側に位置する1224次調査地区（『概報39』）で北側部分が検出され，そ

こではＮ３期と捉えられている。

ＳＩ301は竈や北東隅部を撹乱で壊されていたが，竈の南側から完形を含む遺物が床面近く

から出土している。南比企窯跡群の1009は，内底径／口径比率（内底径÷口径×100　以下口

内底比という）40％から南比企窯跡群編年のＨⅨ期に該当する。なお，1009と入れ子状態で出

土した1005は口内底比36％とやや新しい。覆土中層以下から出土した東金子窯跡群の1010は

口内底比が33％だが，口径が大きいことからＨⅩ期に，1011は口内底比の39％からはＨⅩ期に

相当する。南多摩窯跡群の1012の皿，1013の埦，1014の高台埦は器形や口内底比からＨⅨ期

～ＨⅩ期に比定され，南多摩窯跡群のＧ（御殿山）59号窯式期後半からＧ25窯式期に併行する。

1007と1008は武蔵型のコの字状口縁が崩れた形状を呈している。瓦は丸瓦３点，平瓦２点あり，

Ｔ001 ～Ｔ003は東金子窯跡群で粘土紐巻き作りから９世紀，Ｔ004は生産地不明だが南多摩窯

跡群の可能性がある。Ｔ005は南比企窯跡群の粘土紐一枚作りで９世紀末頃と考えられる。こ

れらの遺物から武蔵国府土器編年Ｈ５期（９世紀末葉～ 10世紀初頭）である。

ＳＩ302は西側を撹乱で消失しており，南側はＳＩ301に切られているため古い。出土遺物が

少なかったため，時期的には1017の北武蔵型土師器坏，1018 ～ 1020の土師器長甕，1021の相

模型土師器甕から武蔵国府編年Ｎ２期（８世紀前半）である。

ＳＩ303は大半が調査地区外に延びる。出土遺物では，1025はＨⅦ期に相当し，1022は南武蔵

型坏の第４段階（８世紀末葉～９世紀中葉）で，武蔵国府土器編年Ｈ２期（９世紀前半）である。

ＳＩ304は北周辺部を撹乱で消失しているが，覆土から多くの遺物が出土している。掘り方

から出土した1026は第５段階に相当し９世紀後半～末葉に，1027はロクロ成形で，底部はヘ
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ラケズリだが９世紀後半に位置づけられる。覆土中層～下層から出土した1029は口内底比か

らＨⅧ期，1030は口内底比からＨⅨ期で９世紀中頃～後半に，1032は底部のみの破片だがＨⅦ

期と考えられる。1035は胎土に銀雲母を多量に含む新治窯跡群の製品である。1036は内外面に

施釉された猿投窯跡群の製品で黒笹14号窯式期（９世紀前半～中頃）である。1028の小型甕は，

胴部外面はヘラミガキ，内面は刷毛目と黒色処理を施しており搬入品と思われる。1031は内面

に炭化物が固形化して付着する。1033は外面に「廿」の墨書がある。瓦は丸瓦と平瓦が出土した。

東金子窯跡群の製品で丸瓦は粘土紐巻き作り，平瓦は一枚作りでともに９世紀と思われる。 

Ｍ002は環状鉄製品で用途不明だが類例が武蔵国府関連遺跡から出土している。Ｙ001は埦形

土製品としたが白色砂質粘土が埦形に硬化したもので用途不明である。ほかにＱ003の砥石，

Ｑ004の石皿が出土した。覆土上層や中層からやや古い遺物もみられるが，下層～掘り方から

出土した遺物から武蔵国府土器編年Ｈ３期後半～Ｈ４期（９世紀後半～末葉）である。

ＳＩ305は西側が調査地区外に延びており出土遺物は少なかった。1040は掘り方出土の南多

摩窯跡群で，推定口内底比が38％となりＨⅩ期に相当し，南多摩窯跡群Ｇ25窯跡式期に，1039

や覆土の1037・1038も同時期と考えられる。瓦の出土は多く丸瓦４点，平瓦４点が出土した。

丸瓦ではＴ011以外は東金子窯跡群で，Ｔ009はＮ51（11，19）の撹乱から出土した個体と接合

した。いずれも９世紀と思われる。平瓦はＴ015が竈の袖内出土の構築材と考えられる。Ｔ

012・Ｔ013・Ｔ015は南多摩窯跡群の平瓦で，作りは側板痕があることから粘土板桶巻き作り

と格子叩きにより８世紀と考えられる。Ｙ002は須恵器底部を再利用した小型円形土製品と考

えられ弱いヘラ記号が付されるが用途不明である。これらの遺物から武蔵国府土器編年Ｈ５期

（９世紀末葉～ 10世紀初頭）である。

ＳＩ306は，覆土から床上まで多くの遺物が出土した。覆土下層から出土した1042は第５段

階（９世紀後半～末葉）と考えられる。床上の1054，覆土上層と下層が接合した1055，覆土中

層の1056，覆土上層の1062は口内底比（推定法量値からの算出を含む）からＨⅧ期，覆土上層

の1057と1058，ピット内出土の1059，床上の1061は口内底比（推定法量値からの算出を含む）

からＨⅦ期と考えられる。覆土中層の1070は二川窯跡群で黒笹14号窯式期（９世紀前半～中頃）

である。覆土の1046は底部を回転ヘラケズリし内面は黒色処理とミガキに放射状暗文を施す。

1047は床上の台付甕完形脚部。1049は覆土上層の武蔵型甕の口縁部でコの字状口縁で，1050は

武蔵型甕の底部と胴部下半である。覆土出土の1052は外面が平行タタキの土師器甕，1053は外

面に粗い刷毛目を施す甕である。1065は覆土下層の蓋で高台坏より壺に付されると思われ，胎

土が精製され焼成も良好で湖西窯跡群の可能性がある。1069は産地不明の甕で外面平行叩き，

内面同心円当て具でＳＢ42（1101）やＳＩ304からも出土している。瓦は丸瓦４点，平瓦４点が

出土した。丸瓦のうち，Ｔ017は南比企窯跡群，他は東金子窯跡群である。粘土紐巻作りから

９世紀と思われる。平瓦は全て東金子窯跡群で，Ｔ021は八坂前窯跡出土品に近い。また，Ｔ

020の凹面には「入」のヘラ描きが入れられていた。流紋岩製の砥石が２点出土した。これら

の遺物から武蔵国府土器編年Ｈ２期後半～Ｈ４期初頭（９世紀中葉～後半）である。

ＳＩ307は全体を調査できたが出土遺物は少なかった。1071 ～ 1075の土師器坏と埦は，1071

が中層からの鬼高系の坏，1072が中層の北武蔵型坏で口唇部は直立し無調整部が無い。1073

が覆土の続比企型坏で小さく屈曲する口縁部の外面から内面をナデ，底部はヘラケズリで口縁
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部から内面に赤彩を施し，胎土には白色針状物質を含有する。1074が覆土の在地系の埦で内面

は斜めナデが認められる。1075が覆土の鬼高系か判断に迷う硬質でススの付着から灯明に使

用されたと思われる。1080 ～ 1084は盤状坏で，1080は竈右脇床上から，1081は床上からで，

1082は覆土下層から，1083は覆土中層，1084は覆土で内面に螺旋暗文が施文される。盤状坏

は武蔵国府土器編年Ｎ２期（８世紀前半）に比定される。1076 ～ 1079は南武蔵型とした。1076

は竈左袖脇の床上で，弧状形態の底部と体部外面はヘラケズリ調整され，内面は斜格子と螺旋

暗文を施す。1077は北東隅部の床上で，丸底の底部と体部外面はヘラケズリ調整され，内面は

斜格子と螺旋暗文を施す。1078は床上からで，平底指向の底部はヘラケズリで体部外面には弱

い指頭圧痕があり，内面は放射状暗文を施す。1079は覆土上層からで，平底指向の底部はヘラ

ケズリで体部外面には指頭圧痕があり，内面は螺旋と放射状暗文を施す。南武蔵型の第１段階

（８世紀前半）の初源形態とみられる。竈の右袖先端に埋められていた1085は単孔・甕形の甑で，

外面はヘラケズリと線状のミガキ，内面は横ナデとミガキを施す。1086は竈と覆土下層が接合

したもので成形と調整は1085と同一であることから接合はしないが1085と同一個体と思われ

る。大型・単孔・甕形の甑は武蔵国府土器編年Ｎ２期には消滅するとされている（山口1984）。

竈構築材として使用されたことから前段階から使用されていたものと考えられる。1088は口径

が小さい厚手の小型甕で床上から出土した。1089は口縁部がくの字状に折れ最大径が胴部にあ

る鬼高系の甕で覆土下層から出土した。1090は丸胴甕の底部で覆土上層から，1091は鬼高系の

長甕の底部で床上から出土した。1087は口唇部の先端を段差により一段突出させる。摘み上

げるわけではないが明らかに意識した口唇部の作りで，肩部外面は胴部上部まで回転ナデを施

している。武蔵国府関連遺跡では類例がないが下総地域の在地系甕に近い。1092は覆土上層か

ら出土した湖西窯跡群の甕で外面は平行叩き内面は無文当て具である。遺物から武蔵国府土器

編年Ｎ２期（８世紀前半）である。

ＳＩ308は，北周辺部以外は調査地区外に延びており，北周辺部も撹乱に壊されているところ

が多く遺物出土も少ない。1095と1096は掘り方から出土し，底部回転糸切り無調整であること

から９世紀後半と思われる。1098は覆土下層から出土した無彩皿の小破片で二川窯跡群の折戸

53号窯式期（10世紀前半）である。1093は床上からで平底の底部と内面は細かな放射状暗文と

赤彩を施す。Ｔ025の塼は覆土上層から出土した。方塼の一部分で粘土塊充填作りにより作ら

れており，南多摩窯跡群の大丸窯の製品の可能性がある。これらの遺物から武蔵国府土器編年

Ｈ５期～Ｈ６期前半（９世紀後半～ 10世紀前半）である。

竪穴建物跡の時期をまとめると，最古はＳＩ302とＳＩ307のＮ２期で，その後，四半世紀程

度間が空いたあと，ＳＩ303がＨ２期，ＳＩ306はＨ２期後半～Ｈ４期初頭，ＳＩ304がＨ３期後

半～Ｈ４期初頭，ＳＩ301とＳＩ305がＨ５期，ＳＩ308がＨ５期～Ｈ６期前半と続く。

２．掘立柱建物跡

ＳＢ42は溝もち掘立柱建物で桁行３間×梁行２間以上の建物である。Ｐ１－４がＳＩ307を

切り，Ｐ１－１とＰ１－２がＳＩ304に切られている。遺物はすべて溝の覆土から出土したもの

である。1099の盤状坏は小型だが口唇部内面に沈線がみられる。器面が荒れており流れ込み

の可能性がある。1100は底部を回転ヘラケズリ調整するが全体に小ぶりであり８世紀末葉～９
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世紀初頭と思われる。1101は産地不明の甕で，外面は平行叩き，内面同心円当て具である。 

ＳＩ304の覆土中層の遺物と接合した。ＳＩ306の1069と同一個体かと思われる。Ｎ２期のＳＩ

307を切り，Ｈ３期後半～Ｈ４期初頭のＳＩ304に切られ，南西に存在するＨ２期のＳＩ303は

至近距離で併存は難しい。このため，Ｎ２期以降に構築されＨ２期以前には廃絶したと考えら

れる。ＳＢ43は柱穴２本を確認しただけで，建物規模などほとんどが不明である。ＳＢ43の 

Ｐ１－１αはＳＤ41に切られており，Ｐ２－１αの覆土下層から1102が出土した。木葉痕をも

つ甕の底部で，相模型甕か古墳時代後期から続く長甕の底部であり，武蔵国府土器編年Ｎ１期 

（７世紀末～ 8世紀初頭）である。

３．溝

ＳＤ38は北端で西に折れ曲り調査地区外に延びる。1103は覆土下層からで，第５段階（９世

紀後半～末葉），1104は中層からで口内底比が53％とＨⅦ期（９世紀中頃）に比定され，遺物か

らは明確な時期は判断できない。ＳＤ38の南側延長は隣接する790次調査地区のＳＤ４とみら

れる。ＳＤ39からの出土遺物はないが，ＳＫ325を切るためＳＫ325よりは新しい。ＳＤ40から

は，Ｔ026の平瓦が覆土下層から出土した。平瓦は南多摩窯跡群で板か紐かは不明だが一枚作

りで縄叩きと布目圧痕から９世紀と考えられる。ＳＤ41からは，内面に暗文と赤彩を施す

1105と在地系と思われる1106，及び長甕の口縁部片の1107である。いずれも覆土から出土し

た小破片である。ＳＤ40とＳＤ41は出土遺物から時期は判別できなかった。

４．土坑

ＳＫ325は覆土中から遺物が出土した。下層出土は，1108は螺旋暗文の盤状坏底部で８世紀

前半，1113の坏はＨⅧ期（９世紀中葉），1120の灰釉陶器埦は猿投窯跡群で黒笹14号窯式期（９

世紀前半～中頃）である。上層出土は，1111の長甕口縁部が８世紀前半，1109の南武蔵型が第

４段階で８世紀末葉～９世紀中葉。1114の坏と1119の高台皿はＨⅧ期（９世紀中葉），1112の

須恵器坏底部は８世紀後半である。下層出土の1120は武蔵国府土器編年Ｈ２期～Ｈ３期，1113

はＨ３期～Ｈ４期初頭，1108はＮ２期で，上層の出土遺物もＨ３期～Ｈ４期初頭までである。

このことからＳＫ325はＨ２期～Ｈ３期に遺物が投棄されて一部が埋められたあと，Ｈ４期初

頭には完全に埋没したと考えられる。ＳＫ326はＳＫ325よりも古いが，1121から埋没は同時

期の可能性が高い。

５．ピット

1123は東金子窯跡群の長頸壺の口縁から頸部で，口径が10㎝は中型でありＨⅦ期～ＨⅧ期 

（９世紀中頃～後半）に多く，Ｈ２期～Ｈ３期である。1124は灰釉陶器皿の底部で，貼付け高台

は粘土紐を貼り付けるのみで調整はあまりしていない。二川窯跡群の百代寺窯式期（11世紀後

半）でＨ９期である。1125は東金子窯跡群で内底径6.3㎝を測る。ＨⅦ期（９世紀中頃）と思われ，

Ｈ２期～Ｈ３期初頭である。1126はロクロ成形で，口内底比32％とＨⅪ期（10世紀前半）であり，

Ｈ６期前半である。1127は黒色処理の埦で内面はミガキ，外面は指頭圧痕による調整で，口唇

部外面にも黒色処理がみられる。底部は円盤を台にその上から体部を作り出す。この器形は類
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例がなく時期は９世紀後半～ 10世紀か。1128は灰釉陶器埦で，猿投窯跡群の黒笹90号窯式期

（９世紀後半）でＨ４期～Ｈ５期である。Ｑ008は砂岩の砥石で２面使用している。

６．Ｎ51（12，22）・Ｎ51（11，23）

小グリッドの第Ⅱ～Ⅲ層から出土した遺物である。（12，22）からは須恵器坏１点と瓦２点で

ある。1129は南比企窯跡群で，口内底比50％からＨⅦ期（９世紀中頃）であり，Ｈ２期～Ｈ３

期初頭である。Ｔ030は丸瓦で胎土や焼成から東金子窯跡群で，粘土紐巻き作りである。Ｔ032

は平瓦で南多摩窯跡群の製品だが紐か板か不明の一枚作りである。（11，23）からは土師器甕１

点と丸瓦１点である。1130は外面を格子叩きする土師器甕で産地や時期は不明。Ｔ031は東金

子窯跡群で，粘土紐巻き作りから９世紀である。

７．２区表土

北側調査地区の遺構確認などで出土した遺物である。1131は南比企窯跡群で，底部を全面ヘ

ラケズリ調整し内底径7.2㎝を測る。器高が低いがＨⅣ期（８世紀後半）でＨ４期である。1132

は灰釉陶器の端反皿で二川窯跡群の黒笹90号窯式期～折戸53号窯式期の範疇で９世紀後半～

10世紀前半と思われ，Ｈ４期～Ｈ６期である。1133は灰釉陶器皿で猿投窯跡群の黒笹90号窯

式期（９世紀後半）でＨ４期～Ｈ５期である。Ｔ033は胎土が南多摩窯跡群と思われる。Ｔ034

は東金子窯跡群で重量感がある。Ｔ035は南比企窯跡群だが小片のため作りなどは不明。Ｔ036

は東金子窯跡群で粘土紐巻き作り。Ｔ037は東金子窯跡群で赤焼けだが硬く締まる。Ｔ038と 

Ｔ039は南多摩窯跡群で凹面に側板痕があるため粘土板桶巻き作りで，Ｔ038は，凸面は格子

叩きで表面は灰白色だが断面はにぶい黄橙色であり，Ｔ039は表面が黒色だが断面は浅黄色を

呈する。Ｔ038とＴ039は，ＳＩ305のＴ012・Ｔ013・Ｔ015と同じく８世紀と考えられる。

８．撹乱

・Ｎ51（12，21）の撹乱からの出土遺物
小グリッドＮ51（12，21）に掘られていた長方形の撹乱で，深さは確認面から90㎝を測る。

現代に近い遺物に混入して古代の遺物がまとまって出土した。1134は南武蔵型で第４段階（８

世紀末葉～９世紀中葉）に位置づけられ，武蔵国府土器編年Ｈ１期～Ｈ２期に相当する。Ｔ040

～Ｔ044は丸瓦で，Ｔ040とＴ041は同一個体の可能性がある。Ｔ040 ～Ｔ042とＴ044は東金子

窯跡群で粘土紐巻き作りとナデ調整と共通した作りで９世紀の所産。Ｔ043は軟質で産地不明。

Ｔ045の平瓦はＳＩ304のＴ007と同じ作りであり，東金子窯跡群の９世紀の製品である。Ｑ009

は中央に方形の穿孔を施した温石か。古代よりは近現代の遺物の可能性が高い。

・Ｎ51（13，19）の撹乱からの出土遺物
1136は猿投窯跡群か二川窯跡群のどちらとも言えるものであるが折戸53号窯式期（10世紀

前半）で，武蔵国府土器編年Ｈ６期前半である。

・Ｎ51（11，19）の撹乱からの出土遺物
Ｔ046の平瓦は粘土紐一枚作りで凸面はヘラナデ調整と縄当てを施し，やや軟質の焼成で，

産地不明だが胎土からは東金子窯跡群の可能性もある。
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第５章　まとめと考察

第１節　本調査成果
本調査地区では，古代の竪穴建物跡９棟，掘立柱建物跡２棟，溝４条，土坑２基，ピット24

基を検出した。出土遺物は現場作業終了時にテンバコ18箱である。種別は土師器，須恵器，

土師質土器，灰釉陶器，瓦，鉄製品，土製品，石製品（砥石等），礫，炭化種子で，まとまって

出土した遺構はＳＩ301，ＳＩ304，ＳＩ306，ＳＩ307，ＳＫ325である。本項では前章において

詳細した各遺構出土土器の時期から本調査地区における遺構の消長について整理するとともに

出土量が多かった瓦について述べる。

１．遺構の存続時期について

前章において，出土遺物から各遺構の時期を求めたものをまとめたのが第２表である。本調

査地区でもっとも古い遺構は，柱穴の覆土下層から長胴甕底部（1102）が出土したＳＢ43でＮ１

期に比定される。ただ，柱穴２基の検出であるため明確に掘立柱建物跡とは言い切れないが，

ＳＩ307（Ｎ２期）とは併存せずに短期間に取り壊された可能性もある。Ｎ２期の建物はＳＩ307

とＳＩ302である。ＳＩ307は床上から出土した遺物と土層観察から人為的埋め戻しを考慮した。

ＳＩ302は床上から出土した北武蔵型坏（1017）などからＮ２期とした。Ｎ３期以降ＳＩ302は短

期間存続し，ＳＩ307に代わりＳＢ42が建てられたと思われる。ＳＢ42はＮ３期から近接して併

存しないＳＩ303が建てられるＨ２期以前まで存続したと考えられる。Ｈ２期以降は２～３棟の

竪穴建物が併存して存在する時期がＨ５期まで継続した。ＳＢ42は武蔵国府関連遺跡でも稀有

な建物跡でありＮ３期～Ｈ２期の主要建物と考えられる。荒井健治氏はＮ４期からＨ３期まで，

特に国衙北側で竪穴建物が減少し，この付近に掘立柱建物が多くなることを指摘している（荒

井2014）。本調査地区の掘立柱建物と竪穴建物が併存しえないことが，本調査地区を含む国衙

北側周辺一帯でみられることは注目に値しよう。ただ，ＳＢ42は遺構全体を調査できなかった

ため建物の性格までは明らかにできなかった。

※凡例　　 　想定される時期　　 　出土遺物による時期

遺構種別 遺 構 名 Ｎ１期 Ｎ２期 Ｎ３期 Ｎ４期 Ｈ１期 Ｈ２期 Ｈ３期 Ｈ４期 Ｈ５期 Ｈ６期 Ｈ７期

竪穴建物跡

ＳＩ184

ＳＩ301

ＳＩ302

ＳＩ303

ＳＩ304

ＳＩ305

ＳＩ306

ＳＩ307

ＳＩ308

掘立柱建物跡
ＳＢ42

ＳＢ43

第２表　主要遺構　変遷表（Ｎ51－45　1969次調査）
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２．出土瓦について

本調査地区から，土器とともに多くの瓦が出土した。破片の大きさは大小あるが，総数92点

を数える。多くの瓦が竪穴建物跡や表土・撹乱から出土したもので，図示したのは46（破片点

数は58）点である。産地別では南比企窯跡群が２点と少なく，東金子窯跡群が26点，南多摩窯

跡群が８点，不明が10点である。東金子窯跡群の大部分は９世紀に比定されるもので八坂前窯

跡に近いものもある。武蔵国府関連遺跡における瓦葺き建物は国衙と多磨寺の主要施設が代表

的なものとなるが，武蔵国分寺跡から持ち込まれる可能性も否定できないため瓦の入手経路は

不明である。なお，南多摩窯跡群の製品であるＳＩ305の竈袖構築材Ｔ015のほかＴ012・Ｔ

013，ＳＫ325のＴ028，表土のＴ038が凹面に側板痕が残る粘土桶巻き作りで，凸面が格子叩

きであることから多磨寺周辺で使用されていた瓦の可能性がある（『概報25』）。ただ，瓦の二次

利用については不明な点も多いため今回は多くの資料を提示することに努めた。

第２節　考察
ここでは今回の調査において検出された遺構と出土遺物についての考察を行う。

遺構は，「溝もち掘立柱建物跡」（Ｎ51－ＳＢ42）の構造と武蔵国府関連遺跡における「溝もち

掘立柱建物跡」と，並行して走行するＳＤ40とＳＤ41の位置や規模から南北道路跡３の可能性

について検討する。遺物はＳＩ307から出土した内面に斜格子と螺旋暗文をもつ土師器坏が南

武蔵型坏に分類できるかについて考察する。

１．溝もち掘立柱建物跡（Ｎ51－ＳＢ42）とその存続時期

柱穴間を溝でつなげる「溝もち掘立柱建物跡」であるＳＢ42は，大半が調査地区外に延びるが，

南北３間×東西（３間）の南北棟の側柱建物跡と思われる（註１）。規模は桁行5.1ｍ×梁行（５

ｍ）と想定される。検出した柱穴は５基で方形を呈する。柱穴と溝とは80 ～ 100㎝の高低差が

あり柱穴と溝の関係は土層観察から次のような埋め戻しの手順を想定できると思われる。

①柱を立てる（約径20㎝の柱を柱穴の中心付近に立てる）。

② �柱穴を溝の深さまで埋める（Ｐ１－３の９と10層，Ｐ１－４の21層，Ｐ２－41層，ある程

度の版築を行う）。

③溝もちの溝を埋める。

この埋め戻し方法は中田英氏の想定した構築工程に概ね沿っている（中田1981）。ただ，ＳＢ

42の土層観察から柱間に埋められた壁体の痕跡は検出できなかった。

武蔵国府関連遺跡では1,300棟以上の掘立柱建物跡が検出されているが，溝もち掘立柱建物

跡の検出例は10例程度と極めて少なく，全体が検出された事例は153次調査地区（『清水が丘』）

の桁行５間×梁行２間の側柱建物跡（Ｎ90－ＳＢ９），740次調査地区（『報告33』）の桁行４間

×梁行３間の側柱建物跡（Ｍ89－ＳＢ１）の２棟である。

153次調査地区は国府東側の清水が丘地域に位置する。ＳＢ９は桁行の２～３本の柱穴を溝

でつなぐが梁行は溝を持たない。153次調査地区では掘立柱建物跡13棟が建て替えを繰り返し

て存続し，ただ，ＳＢ９は一時期に単独で存在したと考えられている。
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740次調査地区は国衙の南方地域に位置する。ＳＢ１は斜面地に立地しているため溝の遺存

状態が悪いが，桁行・梁行ともにＳＢ９と同じく２～３基の柱穴を溝でつなげているが桁・梁

ともに溝を持ち，北西の隅柱穴を中心として桁行と梁行の両方向にＬ字状の繋がりをみせる。

ＳＢ１は国衙南側の二条大溝が途切れる門の想定地に位置しＮ３期の竪穴建物跡を切る。国衙

の二条大溝はＨ４期～Ｈ５期（９世紀後半～ 10世紀初頭）の竪穴建物跡に切られることから 

Ｈ４期までに機能を失ったと考えられている。ＳＢ１は門の想定地にあることから二条大溝が

機能を失うＨ４期以降に建てられたと考えられる。

武蔵国府関連遺跡の溝もち掘立柱建物跡は，総ての柱穴を繋げ桁行と梁行が同間数と想定さ

れるＳＢ42，長い桁行の柱穴２～３本を繋げるＳＢ９，桁行と梁行の２～３基の柱穴を繋げる

ＳＢ１に分類され，柱穴の平面形においても方形と円形が混在するＳＢ９とＳＢ１に対して方

形で統一されるＳＢ42とは異なる。時期は，Ｎ３期～Ｈ１期のＳＢ42に対して，単独で存続す

るＳＢ９は９世紀と考えられ，ＳＢ１はＨ４期以降の構築である。ＳＢ42が８世紀であり，ＳＢ

９とＳＢ１は９世紀と構築時期の違いが，全周する溝と柱穴間を繋げる溝や柱穴の平面形の相

違と捉えることもできる。ここでは，ＳＢ42・ＳＢ９・ＳＢ１が溝もち掘立柱建物跡であり，

柱穴間の溝の柱穴の繋ぎ方や柱穴の平面形で分類できることと構築時期の違いを示した。今後，

建物の性格などついて明らかにされることを期待したい。

２．ＳＤ40とＳＤ41について（南北道路跡３）

調査地区の北側で検出された溝（Ｎ51－ＳＤ40，Ｎ51－ＳＤ41）は，２条がほぼ平行に南北

に延び，芯心間は3.2ｍを測る。溝間では明確な硬化面は確認できなかったが平行に延びる両

溝は道路跡の側溝である可能性が高く周辺の調査状況から道路跡の可能性を示したい。

本調査地区北方の調査では南北に延びる溝と硬化面を伴う道路跡が調査され，北端の520次

調査地区（『概報29』）から，南端の790次調査地区（『概報35』）まで全長740ｍ以上を測り「南

北道路跡３」と呼称されている（第５図，第３表）。南北道路跡３の詳細は『概報49』に述べられ，

本調査地区が北側に885次調査地区（『概報19』）

と南側に南端の790次調査地区が位置しているた

め南北道路跡３が存在する可能性は高かった。

885次調査地区で南北道路跡３であるＳＤ12を

南に延長すると本調査地区のＳＤ41に繋がると考

えられ，ＳＤ41と西側3.2ｍに併行するＳＤ40が

側溝を伴う道路跡とすると南北道路跡３と想定さ

れる。なお，ＳＤ40の北側が885次調査地区でＳＤ

12の西側３ｍに存在するＳＸ101であるならば，

南北道路跡３は側溝芯心間約３ｍの道路跡と考え

られる。

本調査地区南側の790次調査地区の南北道路跡

３は『概報49』では南北溝（ＳＤ４）がＳＤ12の延

長とされていたが，北西から南南東に走行する 

No. 通次数 遺構名 掲載報告書

1 1714 Ｎ41－ＳＤ57 『概報49』

2 1275 Ｎ41－ＳＤ53 『報告39』

3 114 Ｎ41－ＳＤ19 『概報33』

4 675 Ｍ50－ＳＤ39 『概報36』

5 258 Ｍ50－ＳＤ32 『概報24』

6 244 Ｍ50－ＳＤ29 『概報24』

7 251 Ｍ50－ＳＤ31 『概報20』

8 414 Ｍ40－ＳＤ４ 『報告15』

9 672 Ｍ40－ＳＤ10 『報告56』

10 822 Ｍ30－ＳＦ２ 『概報35』

11 1361 Ｍ30－ＳＤ９，Ｍ30－ＳＦ３・４ 『概報41』

12 147 Ｍ30－ＳＤ３ 『概報16』

13 96 Ｍ19－ＳＦ１ 『概要11』

14 454 Ｍ19－ＳＦ３ 『概報27』

15 520 Ｍ19－ＳＦ4 『概報29』

16 885 Ｎ51－ＳＤ12，Ｎ51－ＳＦ４ 『概報19』

18 1969 Ｎ51－ＳＤ40，Ｎ51－ＳＤ41 本報告

17 790 Ｎ51－ＳＦ２，Ｎ51－ＳＦ３ 『概報35』

第３表　南北道路跡３のルート
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①①

⑯⑯

⑰⑰

⑱⑱

②②
③③
④④

⑤⑤⑥⑥

⑦⑦

⑧⑧

⑨⑨

⑩⑩

⑪⑪

⑫⑫

⑬⑬

⑭⑭
⑮⑮

第５図　南北道路跡３のルート（１／8,000）
　　　　　　※『概報49』を変更・加筆　数字は第３表の№数字と対応
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ＳＤ12から，ほぼ南北に走行するＳＤ４とは走行方向が極端に変化する。ＳＤ４は，本調査地

区の調査で検出されたＳＤ38と同じ遺構であり，北端で西へ直角に折れることが明らかになっ

ている。したがって，790次調査地区の南北道路跡３はＳＤ４には比定できないためＳＤ41と

ＳＤ40の走行方向の南側延長線上に位置する道路跡（ＳＦ２，ＳＦ３）が南北道路跡３である可

能性が高い（第６図）。

南北道路跡３の時期について『概報49』では，885次調査地区で13世紀後半の中世土壙墓群

に切られていることから下限は13世紀後半に比定される。また，790次調査地区のＳＤ４は南

北道路跡３ではないことが明らかになったため始まりの時期が明確ではなくなったといえる。

本調査地区のＳＤ40，ＳＤ41の南側にはＳＩ307，ＳＢ42が存在するが切り合い関係はないた

め時期を判断することは難しい。ただ，ＳＩ307やＳＢ42よりも新しいと考えられるなら平安

時代には存在し， 13世紀後葉以前に廃絶したのではないか。いずれにしても，南北道路跡３

は平安時代から中世にかけて武蔵国府の中心部分を避けて南北をつなぐ道路跡であることから

今後の実態解明が期待される。

３．ＳＩ307の南武蔵型坏について

ＳＩ307から内面に斜格子と螺旋暗文をもつ土師器坏（1076・1077）が出土した。1076と1077

は弧状底部と丸底底部を呈し，外面は口縁部を横ナデ，底部と体部外面をヘラケズリ調整する。

内面はナデの後に斜格子と螺旋暗文を施す。ＳＩ307からは1078の放射状，1079の放射状と螺

旋暗文が施された土師器坏がある。底部は欠損しているが弧状形態の底部と推定されヘラケズ

リ調整である。体部外面には指頭圧痕が残り，口唇部は横ナデ，内部は横ナデの後に放射状や

螺旋暗文を施す。体部外面に指頭圧痕が残る1078と1079は南武蔵型坏に分類した。1078・1079

の南武蔵型坏と1076・1077では放射状と斜格子の暗文がミガキ的でなく削るようにやや深く刻

まれる施文方法に共通点がみられた。そこで，斜格子と螺旋暗文を持つ1076・1077が南武蔵型

坏に分類できるかを検証する。

1078・1079の南武蔵型坏は，南武蔵型坏の出現とその変遷について論じた鶴間正昭氏の分類

では出現期の初源形態に含まれる（鶴間2019）。そこで，出現期から成立期の南武蔵型坏が多く

出土し，鶴間氏も分析の対象としている神奈川県横浜市港北ニュータウン遺跡群の権田原遺 

跡・北川表の上遺跡・勝田原遺跡の３遺跡から出土した資料を実見し，ＳＩ307の出土資料と

胎土や焼成，暗文の施文方法などを中心に肉眼観察によって比較検討した（註２）。

権田原遺跡ＤＨ８号住居址（第７図）の南武蔵型坏は，１が斜格子と螺旋暗文を施す。斜格子

暗文が1076 ～ 1079と同じく深く刻まれており，斜格子暗文の施文方向と順序は1076や1077と

同じであった（註３）。２～５は口径に幅があるが平底を指向した作りで体部は内湾しながら立

ち上がり口唇部は外反しない。体部外面の指頭圧痕はナデにより不明瞭となっている。２の底

部ヘラケズリ調整は1076の底部調整と似通っていた。

北川表の上遺跡52号住居址（第８図）の南武蔵型坏は，２は丸底気味で暗文は深く刻まれる 

が，３は平底で暗文は弱く不明瞭であった。２が1078や1079に近いと思われる。５と６の盤

状坏が共伴する。57号住居址（第９図）の南武蔵型坏は，８は口径10.5㎝で内面に斜格子と螺

旋暗文が施され，９は口径11.7㎝で同じく内面に斜格子と螺旋暗文が施される。ともに暗文は
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深く刻み，斜格子暗文の施文方向と順序が1076や1077と同じであった。さらに，８は断面が

サンドイッチ状になり表裏面は橙色で中央が白褐色を呈する色調は1076や1078と同様である。

また，３には底部に黒斑があり，口縁部内外面の一部には煤が付着する。底部の黒斑は1076や

1079にもみられる。南武蔵型坏以外に４が盤状坏で，７は盤状坏の模倣坏と10 ～ 12の須恵器

高台坏は湖西窯跡群の製品が共伴する。

勝田原遺跡Ｈ57号住居址（第10図）の南武蔵型坏は，３に斜格子と螺旋暗文が施される。や

や平底気味の底部から広がりながら立ち上がり口唇部のナデは強いナデが施される。底部はヘ

ラケズリ調整で体部ははっきりしないが指頭調整の後にナデ調整を加えているとみられる。内

面の斜格子暗文はやや幅広く深い刻みのように明瞭で，施文順序も含めて1076や1077と同じ

である。１と４は平底で内面には放射状暗文を施す。２は丸底で内面には放射状暗文を施し，

外面は底部のヘラケズリにより体部との区分がはっきりしている。いずれの暗文も深めに刻ま

れており1078や1079に近い。

港北ニュータウン遺跡群の出土土器とＳＩ307の1076 ～ 1079との類似点をまとめる。1076

と1077の斜格子・螺旋暗文は権田原遺跡ＤＨ８号住居址の１と北川表の上遺跡57号住居址の

８と９，および勝田原遺跡Ｈ57号住居址の３と同じ手法で施文されている。権田原遺跡ＤＨ８

第７図　横浜市権田原遺跡ＤＨ８号住居址出土遺物（１／４）
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第８図　横浜市北川表の上遺跡52号住居址出土遺物（１／４）

第９図　横浜市北川表の上遺跡57号住居址出土遺物（１／４）
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号住居址の２は平底であるが底部ヘラケズリ調整が1076に近しい。1076と1079にある底部外

面に黒斑が北川表の上遺跡57号住居址の２にも見られた。1078の放射状暗文は北川表の上遺跡

52号住居址の２と同じである。1076や1079の断面がサンドイッチ状となる焼成は北川表の上

遺跡57号住居址の８と同じであった。このように港北ニュータウン遺跡群出土土器とＳＩ307

の1076 ～ 1079は類似する遺物が認められ，1078と1079は暗文や弧状形態の底部，指頭圧痕な

どから南武蔵型坏の初源形態で問題はない。

鶴間正昭氏は，初源形態の南武蔵型坏の製作技法として，口縁部ヨコナデ，底部ヘラケズリ

調整，内面がナデ調整と伝統的な土師器坏の製作技法を踏襲しつつ体部が指圧調整ないしナデ

調整が観察されるものとした。しかし，体部に指頭圧痕を残すものは稀で，指圧調整の後にナ

デ調整やヘラナデが加わり，むしろ指頭調整痕がはっきりしないものが通有とする（鶴間2019）。

1076と1077は，体部調整をヘラケズリと判断して図化したが，強めのヘラナデの可能性もある

（強めのヘラナデとヘラケズリの区別は難しい）。ただ，暗文の施文方向と方法や底部の黒斑，

断面がサンドイッチ状になる点など港北ニュータウン遺跡群の斜格子・螺旋暗文の土器との類

似点は多いことから，体部調整に拘らず1076と1077も南武蔵型坏の初源形態の範疇に収めて

おきたい。

ここではＳＩ307の斜格子と螺旋暗文をもつ1076と1077が南武蔵型坏に分類できるかを検証

した。港北ニュータウン遺跡群出土土器との比較検討により南武蔵型坏の初源形態の範疇に収

めることとした。武蔵国府関連遺跡では，底部が丸底や弧状形態で内面に斜格子と螺旋暗文を

もつ土師器坏の類例は報告されていない。ただ，斜格子暗文の土師器坏が1435.Ｔ次調査（『報

第10図　横浜市勝田原遺跡Ｈ57号住居址出土遺物（１／４）
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［註］

	１）�「溝もち」掘立柱建物跡については中田　英氏の分類による。中田氏は，布掘と溝もちの異なる点として以下の３点を挙

げている（中田1981，2014）。

		 １．�断面をみると，溝が一定の深さに深く掘られている布掘に対して，「溝もち」では柱位置の坪形掘り方をつなぐよ

うに浅い布掘状の溝が掘られていて，坪掘部分と溝部分の深さは異なっている。

		 ２．�平面をみると，布掘は柱筋の両端の柱穴にまで及ぶ例（庇など身舎以外の柱穴を除く）又は二柱穴間を結ぶ例がみ

られるが，「溝もち」では必ずしもそうではなく，柱筋の両端の柱穴にまで及ぶ例はむしろ少なく，断続的に掘ら

れる例の方が多い。

		 ３．�さらに，布掘は一定方向に掘られる例が多いが，「溝もち」は一棟の掘立柱建物において平側・妻側の両方向に掘

られるという場合も多く，隅柱穴を中心に平側・妻側の両方向にL字状につながる例もみられる。また，すべての

柱穴をつなぎ全周する例もみられる。

		 この３点に該当するＳＢ42は「溝もち」掘立柱建物とした。

	２）�港北ニュータウン遺跡群出土資料の実見とＳＩ307出土資料との比較をするにあたり，公益財団法人横浜市ふるさと歴

史財団埋蔵文化財センターの古屋紀之氏と中嶋 友氏の多大なるご協力により実現した。また両氏から多くのご教示を

頂いた。

	３）�斜格子暗文の施文順序は，左上から右下に斜方向の暗文を全周に入れた後，右上から左下に斜方向の暗文を重ねて斜格

子を作り上げている。斜格子は底までは達していない。

告51』）Ｍ88－ＳＸ207（大型円形土坑）の覆土から出土している（1183）。約１／２残存し，推

定口径15.0㎝，器高3.6㎝を測る。底部や体部は丸みを帯び，口縁部はやや外傾して立ち上が

る。口縁部と内面はヨコナデ，体部と底部はナデからヘラミガキを施す。1076と1077は略完形

であるため武蔵国府関連遺跡では他に類のない貴重な資料である。
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ふりがな
所収遺跡名

ふりがな
所在地

コ　ー　ド
北　緯

°′″

東　経

°′″
調査期間 調査面積 調査原因

市町村 遺跡番号

武
む

蔵
さし

国
こく

府
ふ

関
かんれん

連遺
い

跡
せき

1969次調査

東
とう

京
きょうと

都府
ふ

中
ちゅうし

市

宮
みやまち

町一
いっちょうめ

丁目

28番
ばん

20号
ごう

，

一
いっちょうめ

丁目29番
ばん

２号
ごう

外
ほか

13206 ２ 35°40′14″ 139°28′57″
20240305 ～

20240607
252.1㎡

集合住宅建
設工事に伴
う埋蔵文化
財発掘調査

所収遺跡名 種　別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

武　蔵　国　府
関　連　遺　跡

官衙
・
集落

古代

竪穴建物跡　　９棟
掘立柱建物跡　２棟
溝　　　　　　４条
土坑　　　　　２基
ピット　　　　24基

土師器・土師質土器・
須恵器・灰釉陶器・
瓦・石製品・鉄製品・
土製品

・国衙の北東地域に位
置する。本地域は竪穴
建物跡と掘立柱建物跡
が密集する地域である。
・全ての柱穴を溝で繋
げると考えられる溝も
ち掘立柱建物跡が検出
された。
・竪穴建物跡から斜格
子と螺旋暗文をもつ土
師器坏が２個体出土し
た。

要　約

　本調査地区では，古代の遺構が確認された。本調査地区は『武蔵国府関連遺跡』に該当し，国
衙推定地（大國魂神社境内内）から北東約316ｍに位置する。
　特筆される遺構としては，調査地区の東側で確認された３間×２間以上の規模で，柱穴間をす
べて溝で繋げる「溝もち掘立柱建物跡」（ＳＢ42）が検出された。
　竪穴建物跡（ＳＩ307）からは，斜格子と螺旋暗文をもつ略完形の土師器坏が２点出土した。こ
の土師器坏は検討の結果，南武蔵型坏に分類した。盤状坏と共伴しておりＮ２期に比定される。
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